
踏切 踏切

湘南ヘルスイノベーションパーク

スタート

ゴール

大船駅 南改札（西口）
9:30～12:00

大船駅 (東口)
16：00まで

＜駅からハイキングにご参加の皆さまへ＞
• 駅からハイキング参加時におけるケガ、事故等の責任は負いかねます。
• 横断歩道や踏切、狭い路地の通行は特にお気をつけください。
• 住居や施設・店舗の迷惑になる行為はおやめください。
一般の立ち入りを制限している神社仏閣や施設がありますのでご注意ください。

• ゴミは各自お持ち帰りください。
• 喫煙はルールを守ってください。

本リーフレットは、「玉縄城址まちづくり会議」が作成しました（２０２５年８月１９日の情報です）
※2020年10月に「鎌倉・文化の森」様が作成した地図をベースに駅からハイキング用の情報を
追記し編集しました。
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・・・コンビニ

・・・ルート

・・・市境

・・・信号

所要時間：約 ３時間００分 歩行距離：約 7.0km

コースマップの見方

★ ・・・おすすめスポット

★

小田原北条五代を支えた名門玉縄北条氏 鎌倉鎮護の城

玉縄城址・城下の歴史ポイントと
玉縄城ゆかりの寺社をめぐる秋の大船散策

2025年10月1日（水）～11月30日（日）
開催期間

駅からハイキングアプリがリニューアルされ、楽しく便利に

大船
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後援： 鎌倉市

11
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・・・玉縄城
歴史トレイル
遺構案内看板

スタート

ゴール

・
鎌倉みどり
こども園

Ｃ

・
陣屋坂公園

（玉縄城主の館址）



大
船
駅

西
口

龍
宝
寺

3

大
手
門
址

７

大
船
観
音
寺

1

１０

玉
縄
首
塚

１１

大
船
仲
通
商
店
街

１２

大
船
駅

東
口

大
船
観
音
寺
は

大
船
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
。

柏
尾
川
を
天
然
の
堀
と
し
た
玉
縄
城
。

か
つ
て
玉
縄
城
の
砦
が
連
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
小
高
い
丘
に
建
つ

曹
洞
宗
の
お
寺
。

こ
こ
に
あ
る
の
が

全
高
約
25
ｍ
の
巨
大
な
白
衣
観
音
像
で
す
。

大
船
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
る
観
音
像
は
、

大
船
駅
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り
、
広
く
近
隣
か

ら
そ
の
姿
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜
間
に

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
観
光
名

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
観
音
寺
に
は
近
年
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
参

拝
客
も
多
く
、
奉
納
さ
れ
た
灯
籠
に
は
多
国
籍
の

名
前
が
並
び
ま
す
。

鎌
倉
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
大
船
駅
。
観
音
さ
ま
が

見
守
る
西
に
出
る
と
、
そ
こ
は
も
う
玉
縄
城
域
っ
て

ご
存
じ
で
し
た
か
？

歴
史
ト
レ
イ
ル
の
は
じ
ま
り
で
す
。

七
曲
坂
を
登
り
切
っ
た

南
側
の
台
地
は
標
高
が

約
55
ｍ
あ
り
、
か
つ
て
は

玉
縄
城
の
太
鼓
櫓
が
建
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
遺
構
で
す
。

東
側
真
下
に
は
「堀
切
」が
あ
り
、

南
側
に
焔
硝
蔵
の
曲
輪
が
あ
り
ま
し
た
。

遠
く
に
は
、
南
に
鎌
倉
、
西
に
は
小
田
原
方
向
が

望
め
ま
す
。

こ
の
遺
構
は
平
成
24
年
（２
０
１
２
年
）春
、
市
民
の

働
き
か
け
に
よ
り
「市
民
緑
地
」と
し
て
公
園
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
住
民
の
方
々
と※

玉
縄
城
址

ま
ち
づ
く
り
会
議
が
「緑
地
愛
護
会
」を
つ
く
り

月
例
美
化
奉
仕
に
当
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪
神
社

4玉
縄
城
内
（現
在
の
清
泉
女
学
院
の
敷
地
内
、

通
称
「諏
訪
壇
」と
呼
ば
れ
る
場
所
）に
、
城
の
鬼
門

除
け
の
守
護
神
と
し
て
信
州
の
諏
訪
神
社
か
ら
祭

神
を
勧
請
し
、
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。

元
和
５
年
（１
６
１
９
年
）に
廃
城
と
な
り
、

こ
れ
に
伴
い
、
諏
訪
神
社
も

城
の
守
護
神
と
し
て
の
役
割
を

終
え
た
が
、
村
人
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
現
在
の
植
木
へ
と
遷
座

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
、

鎌
倉
権
五
郎
景
政
を
祀
る
関
谷
の

御
霊
神
社
と
合
祀
さ
れ
た
た
め
、
現
在
の
扁
額
に

は
「諏
訪
・御
霊
両
大
神
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
木
１
号
市
民
緑
地

６現
在
の
清
泉
女
学
院
裏
門
は
、

昔
、
玉
縄
城
の
「大
手
門
」で
し
た
。

元
々
は
本
丸
に
向
っ
て
土
塁
の
真
ん
中
を

ま
っ
す
ぐ
本
丸
に
伸
び
た

道
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

門
の
礎
石
が
二
つ
残
っ
て

い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が

玉
縄
歴
史
館
に
あ
る

円
形
の
大
石
で
す
。

裏
門
の
左
右
に
並
ぶ

家
々
の
あ
た
り
は

昔
、
空
堀
が
巡
ら
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

愛
称
「日
比
谷
花
壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」は
、

総
面
積
６
万
３
千
９
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
植
物
園

で
す
。
昭
和
37
年
（１
９
６
２
年
）に

神
奈
川
県
農
業
試
験
場
の
跡
地
に

開
設
さ
れ
、
今
も
多
く
の
方
々
が

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
美
し
い

場
所
で
す
。
多
く
の
木
々
、
花
々
や

温
室
、
芝
生
広
場
な
ど

見
ど
こ
ろ
が
多
く
、
オ
ス
ス
メ
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

大
永
6
年(

１
５
２
６
年)

、
安
房
国
の
里
見
氏
が

海
を
渡
っ
て
鎌
倉
を
襲
撃
し
、
柏
尾
川
の
戸
部
橋

付
近
で
玉
縄
城
の
兵
と
合
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
玉
縄
城
側
も
甘
粕
氏
ら

35
名
が
戦
死
し
ま
し
た
。

両
軍
の
戦
没
者
の
霊
を

弔
う
た
め
築
か
れ
た
の
が

今
も
残
る
玉
縄
首
塚
で
す
。

い
つ
も
花
が
供
え
ら
れ
て
お
り

周
辺
の
皆
様
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

本堂

玉
縄
城
歴
史
ト
レ
イ
ル

遺
構
案
内
看
板
を
現
地
に

設
置
し
て
い
ま
す
の
で

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

◆
玉
縄
城
主
供
養
塔

現
在
、
本
堂
脇
に
あ
る
供
養
塔
。

こ
れ
は
、
も
と
も
と
本
堂
裏
の

山
頂
に
あ
り
、
村
人
か
ら
「ぶ
っ
け
り
仏
」と

呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
、
最
近
に
な
っ
て
移
し
た
も

の
で
す
。
北
条
綱
成
、
氏
繁
、
氏
勝
の
三
代
城
主
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
新
井
白
石
の
碑

明
治
時
代
、
当
時
の
住
職
に
よ
っ
て

地
中
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

龍
宝
寺
に
は
、
江
戸
時
代
に
、

こ
の
地
を
治
め
て
い
た

新
井
白
石
の
供
養
の
碑
が
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
た

の
で
、
こ
の
石
碑
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

太鼓櫓址

明
治
21
年
（１
８
８
８
年
）に
大
船
駅
が
開
業
す
る
と

駅
の
東
側
は
次
第
に
商
店
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

大
船
仲
通
商
店
街
は
、
昭
和
の
雰
囲
気
が

残
る
活
気
あ
る
商
店
街
で
す
。

新
鮮
な
魚
や
野
菜
、
和
洋
中
の
お
店
が

並
び
、
懐
に
も
や
さ
し
い
価
格
で
評
判

で
す
。
こ
こ
で
ハ
イ
キ
ン
グ
の
疲
れ
を

飲
食
店
で
癒
し
た
り
、
お
土
産
な
ど

探
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ぜ
ひ
大
船
へ
散
策
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

古民家

「旧石井家住宅」

玉
縄
歴
史
館

2
龍
宝
寺
の
山
門
の
す
ぐ
右
側
に
あ
る
玉
縄
歴
史
館
は
、

歴
史
民
俗
資
料
館
と
古
民
家
の
総
称
で
す
。

◆
歴
史
民
俗
資
料
館

歴
史
民
俗
資
料
館
1
階
は
、

玉
縄
城
の
歴
史
資
料
と
城
址
の
模
型
、

玉
縄
周
辺
の
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
等
の

常
設
展
示
の
ほ
か
、
企
画
展
示
用
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
10
年
間
の
研
究
成
果
で
あ
る
「玉
縄
城
の
遺
構
の

真
実
」展
開
催
中
で
す
。
昭
和 

35
年
ま
で
現
存
し
た

玉
縄
城
址
の
姿
を
迫
力
の
大
判
写
真
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
城
址
の
遺
構
５
か
所
の
説
明
図
も
あ
り
ま
す
。

2
階
は
昔
の
農
業
と
生
活
の
道
具
を
展
示
し
て
お
り
、

地
域
文
化
の
発
信
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

玉
縄
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
最
初
に

観
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
場
所
で
す
。

◆
古
民
家
「旧
石
井
家
住
宅
」

旧
石
井
家
住
宅
は
、
鎌
倉
市
関
谷
に
あ
っ
た

江
戸
時
代
初
期
の
玉
縄
城
地
侍
の
農
家
で
す
。

神
奈
川
県
下
の
農
家
で
は
最
古
級
（３
５
０
年
以
上

前
）と
さ
れ
る
建
築
様
式
が
残
り
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
民
家
の
座
敷
に
は

「秋
の
室
礼
」を
し
て
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。

七
曲
坂

★

そ
の
他
の
お
す
す
め

ふ
わ
ん
坂

★

ゴール！

スタート！

幾
重
に
も
曲
り
な
が
ら

玉
縄
城
の
壁
面
沿
い
の

坂
を
登
り
、
武
者
だ
ま
り
の
平
場
、

太
鼓
櫓
址
を
経
て

大
手
門
（現
在
の
清
泉
女
学
院
裏
門
）へ
と

向
か
う
道
が
、
「歴
史
の
道
七
曲
坂
」で
す
。

Ｓ
字
状
に
深
く
切
り
込
ま
れ
た

急
傾
斜
の
坂
道
が

「ふ
わ
ん
坂
」で
す
。

右
側
は
「清
水
小
路
曲
輪
」

左
側
は
「ふ
く
ろ
も
ち
曲
輪
」か
ら

続
く
尾
根
で
、
両
側
か
ら
玉
縄
城
を
防
御
す
る

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※

記
載
内
容
に
は
諸
説
ご
ざ
い
ま
す
。

※

写
真
・イ
ラ
ス
ト
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

山門
※

お
手
洗
い
は
、
こ
の
先
し
ば
ら
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
こ
ち
ら
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

¥

¥

¥
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凡

例

・・・
有
料
施
設

日
比
谷
花
壇

大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

小
田
原
北
条
五
代
を
支
え
た
名
門
玉
縄
北
条
氏

鎌
倉
鎮
護
の
城

玉
縄
城
址
・城
下
の
歴
史
ポ
イ
ン
ト
と

玉
縄
城
ゆ
か
り
の
寺
社
を
め
ぐ
る
秋
の
大
船
散
策

植
谷
戸
西
公
園

５七
曲
坂
の
入
口
に
あ
る
公
園
で
す
。

玉
縄
城
四
代
城
主

北
条
氏
繁
（綱
成
の
嫡
男
）の

正
室
は
、
こ
の
辺
り
に
屋
敷
を
構
え
住
ん
で

い
た
の
で
「七
曲
殿
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

七
曲
殿
は
、
小
田
原
城
主
三
代
氏
康
の
娘
で
し
た
。

公
園
に
設
置
さ
れ
た
市
文
化
財
課
の
遺
構
発
掘
説

明
看
板
は
、
「七
曲
殿
の
館
」の
発
掘
記
録
で
す
。

城
護
山

明
王
院

圓
光
寺

８

玉
縄
山

珠
光
院

貞
宗
寺

９ 城
護
山
・圓
光
寺
。
城
を
護
る
寺
と
い
う
山
号
の

圓
光
寺
は
北
条
早
雲
次
男
で
初
代
玉
縄
城
主
氏
時

が
祈
願
所
と
し
て
開
基
。
そ
の
後
圓
光
寺
と
な
り

ま
し
た
。
か
つ
て
は
玉
縄
城
の
南
西

圓
光
寺
曲
輪

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

玉
縄
城
は
無
血
開
城
ま
で
、
上
杉
謙
信
、
武
田
信
玄

も
攻
め
落
と
し
を
諦
め
た
難
攻
不
落
の
城
で
し
た
。

徳
川
幕
府
と
な
り
玉
縄
藩
が
で
き
ま
す
が
、

や
が
て
一
国
一
城
令
に
よ
り
玉
縄
城
が
廃
城
と
な

り
、
圓
光
寺
は
、
今
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

寺
紋
は

『三
つ
鱗
』、

な
ら
び
に

『四
ツ
石
』で

玉
縄
北
条
と

関
わ
り
が
深
い

お
寺
で
す
。

徳
川
秀
忠
の
祖
母
の
菩
提
寺

玉
縄
山
・貞
宗
寺

豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
の
時
、
玉
縄
城
は

徳
川
家
康
の
説
得
に
よ
り
無
血
開
城
し
ま
す
。

以
降
玉
縄
城
と
そ
の
所
領
地
は
徳
川
家
康
が
治

め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
こ
玉
縄
山
・貞
宗
寺
は

か
つ
て
徳
川
秀
忠
の
祖
母
の
隠
居
所
だ
っ
た
と
こ

ろ
。

今
は
増
上
寺
の
末
寺
で
す
が
、

当
初
は
徳
川
家
康
の

三
河
の
菩
提
寺
と
の
関
係
も

深
い
玉
縄
北
条
ゆ
か
り
の

鎌
倉
市
岩
瀬
の

大
長
寺
の
末
寺
と
し
て

開
山
し
た
そ
う
で
す
。

寺
の
紋
章
は
『葵
』、

瓦
の
紋
は
『玉
』と

ま
さ
に
玉
縄
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
お
寺
で
す
。

玉

縄
城ゆ

かりの寺

社

玉

縄
城ゆかりの寺社

玉

縄
城ゆかりの寺社

玉

縄
城ゆかりの寺社

歴史民俗資料館

※

玉
縄
歴
史
館
入
館
料
は
、
２
０
０
円
で
す
。

お
手
数
で
す
が
小
銭
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

地
侍
の
福
原
氏
が
建
立
し
た

寺
院
で
、
玉
縄
城
主

北
条
氏
時
に

よ
っ
て
西
の
守
り
の
要
と
な
る

砦
に
な
り
ま
し
た
。

緑
が
深
く
、
美
し
く
静
か
な

お
寺
で
す
。
裏
山
に
は
平
安
時
代

こ
の
付
近
を
支
配
し
て
い
た
坂
東
八
平
氏
の

祖
の
平
良
文
ら
三
代
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

二
伝
寺

★

陣
屋
坂
の
池
状
遺
構

「玉
縄
城
主
の
館
」

★
江
戸
期
の
松
平
陣
屋
の
下
か
ら
、

巨
大
な
枯
山
水
を
持
つ
池
状
遺
構
が
発
掘
さ
れ

ま
し
た
。
数
棟
の
建
物
や
井
戸
、

水
路
、
木
樋
や
街
路
、
貴
重
な

陶
器
も
出
土
。

本
丸
南
麓
の
植
木
の
谷
一
面
が

玉
縄
城
時
代
の
城
主
の
館
址
の

遺
構
と
わ
か
り
ま
し
た
。

龍
宝
（寳
）寺
は
寺
号

陽
谷
山

龍
寳
寺
、
曹
洞
宗
の

お
寺
で
本
山
は
永
平
寺
と
總
持
寺
で
す
。
玉
縄
城
主

の
菩
提
寺
で
、
三
代
城
主
北
条
綱
成
が
現
在
の
龍
宝

寺
よ
り
北
東
に
香
花
院
と
い
う
お
寺
を
建
て
た
こ
と

が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
綱
成
の
孫
の
北
条
氏

勝
が
現
在
の
場
所
に
大
応
寺
と
し
て
移
転
さ
れ
、
江

戸
時
代
に
名
前
を
龍
宝
寺
に
あ
ら
た
め
ま
し
た
。
本

堂
は
昭
和
26
年
（１
９
５
１
年
）に
火
事
で
失
わ
れ
ま

し
た
が
、
仏
教
建
築
の
権
威
で
あ
っ
た
大
岡
實
博
士
の

設
計
に
よ
っ
て
昭
和
35
年
（１
９
６
０
年
）に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
寺
内
で
は
源
実
朝
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

因
み
に
こ
の
場
所
は
、
公
暁
に
よ
る
源
実
朝
の
暗
殺
後

に
、
三
浦
義
村
の
郎
党
の
長
尾
定
景
、
武
常
晴
ら
七
人

が
実
朝
の
首
を
秦
野
に
埋
葬
す
る
た
め
運
ぶ
途
中
で

休
息
を
と
っ
た
場
所
と
も
伝
わ
り
、
七
騎
谷
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（諸
説
あ
り
）

玉
縄
城
の
歴
史
ポ
イ
ン
ト
巡
り
。
大
船
観
音
寺
か
ら
歴
代
玉
縄
城
主
の
菩
提
寺

龍
宝
寺
を
め
ざ
し
、

玉
縄
歴
史
館
で
関
連
資
料
や
重
要
文
化
財
の
古
民
家
を
見
学
。

難
攻
不
落
の
玉
縄
城
遺
構
の
魅
力
と
活
気
み
な
ぎ
る
商
店
街
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

玉

縄
城ゆかりの寺社
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